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特産品を味わう
第13回ＪＡ摩周湖農業祭 たぶん日本で一番早い新そば祭り

姉妹都市 鹿児島県日置市 
物産交流事業 鹿児島黒豚＆茶

ちゃー

美
みー

豚
とん

祭2019in弟子屈

　

Ｊ
Ａ
摩
周
湖
（
川
口
覚
組
合

長
）

 

と
摩
周
そ
ば
生
産
組
合 （
猪

狩
広
昭
組
合
長
）が
主
催
す
る

「
第
13
回
Ｊ
Ａ
摩
周
湖
農
業
祭

た
ぶ
ん
日
本
で
一
番
早
い
新
そ

ば
祭
り
」が
８
月
24
日
、同
農
協

Ａ
コ
ー
プ
駐
車
場
前
で
開
催
さ

れ
、
町
内
外
か
ら
訪
れ
た
多
く

の
方
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

 

時
折
、
雨
の
降
る
中
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
が
、
会
場
で
は

「
摩
周
そ
ば
生
産
組
合
」「
札
幌

蕎そ

麦ば

切
会
」 が
弟
子
屈
産
の
そ
ば
粉
を
使

っ
た
、打
ち
た
て
、ゆ
で
た
て
の
新
そ
ば
を

提
供
し
、
新
そ
ば
を
求
め
る
方
で
長
い
列

が
で
き
て
い
ま
し
た
。ま
た
、摩
周
メ
ロ
ン

な
ど
の
農
産
物
即
売
や
地
場
産
野
菜
な
ど

の
天
ぷ
ら
販
売
の
ほ
か
、
多
彩
な
イ
ベ
ン

ト
も
行
わ
れ
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

同
会
場
内
で
は
、
当
町
と
姉
妹
都
市
の

鹿
児
島
県
日
置
市
か
ら
、
同
市
特
産
の
黒

豚
や
魚
介
類
、
揚
げ
た
て
の
さ
つ
ま
あ

げ
、
採
れ
た
て
の
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
を
販

売
す
る
「
鹿
児
島
黒
豚
＆
茶
美
豚
祭

２
０
１
９
in

弟
子
屈
」
も

行
わ
れ
ま
し

た
。

　

日
置
市
の

特
産
品
を
求

め
て
長
い
行

列
と
な
り
、

大
盛
況
で
し

た
。

日置市の特産品を求め行列も  

「
お
い
し
い
」と
そ
ば
を
ほ
お
ば
る

　

９
月
18
日
の
敬
老
の
日
に
ち
な
み
、
町
内

各
地
で
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
の
70
歳
以
上
は
、
２
千
１
４
０
人
（
９

月
15
日
現
在
）。１
０
０
歳
以
上
の
方
も
９

人
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

９
月
６
日
に
は
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
倖
和

園
と
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
摩
周
の
合
同

敬
老
会
が
倖
和
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。古
希

（
70
歳
）、喜
寿（
77
歳
）、米
寿（
88
歳
）、白
寿

（
99
歳
）
を
迎
え
た
方
に
祝
い
品
が
贈
ら
れ
、

今
年
度
１
０
０
歳
を
迎
え
る
方
に
は
、
内
閣

総
理
大
臣
か
ら
の
賞
状
と
銀
杯
が
德
永
町

長
の
手
か
ら
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

９
月
８
日
に
は
、
美
留
和
自
治
会
（
芳
賀

正
美
会
長
）
で
開
催
。参
加
者
全
員
で
食
事

を
囲
み
、
楽
し
く
会
が
ス
タ
ー
ト
。美
留
和

小
学
校
児
童
が
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
を
披

露
す
る
な
ど
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

９
月
14
日
に
は
、
弟
子
屈
町
睦む

つ
み

会（
髙
橋

幸
子
会
長
）
主
催
の
「
第
71
回
弟
子
屈
市
街

地
区
敬
老
会
」
が
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
約
２
５
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。古
希
、

喜
寿
、
米
寿
を
迎
え
た
方
に
祝
い
品
が
贈
呈

さ
れ
た
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
も
披
露
さ
れ
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
を
楽
し

ま
せ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、15
日
に
仁
多
自
治
会（
黒
野
徹
会

長
）、
16
日
に
屈
斜
路
自
治
会（
金
澤
賢
二
会

長
）、
17
日
に
川
湯
駅
前
自
治
会（
松
田
政
幸

会
長
）、
20
日
に
川
湯
敷
島
自
治
会（
横
田
憲

治
会
長
）と
川
湯
み
ど
り
自
治
会（
石
岡
謙
会

長
）な
ど
、各
自
治
会
な
ど
で
も
そ
れ
ぞ
れ
敬

老
会
が
行
わ
れ
、長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

長寿祝い長年の貢献に感謝
町内各地で敬老会

德永町長から記念品が（老人ホーム倖和園）

　

弟
子
屈
神

社
例
大
祭
が

８
月
19
日
か

ら
21
日
に
か

け
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
雨

の
中
で
の
パ

レ
ー
ド
と
な

り
ま
し
た
が
、

み
こ
し
パ
レ
ー
ド
で
は
、
町
内
バ
ト
ン
ク

ラ
ブ
の
子
ど
も
た
ち
を
先
頭
に
、
本
み
こ

し
や
子
ど
も
み
こ
し
な
ど
が
町
内
を
練
り

歩
き
、
沿
道
の
町
民
の
皆
さ
ん
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。途
中
、数
カ
所
で
行
わ
れ
た
バ

ト
ン
や

別
獅
子
舞
の
披
露
で
は
、
訪
れ

た
観
客
か
ら
た
く
さ
ん
の
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。ま
た
、神
社
前
に
は
た
く
さ

ん
の
出
店
が
並
び
、
家
族
連
れ
な
ど
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

８
月
27
日
か
ら
29
日
に
は
、
川
湯
地
区

で
川
湯
神
社
例
大
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

夜
に
行
わ
れ
た
行
燈
み
こ
し
の
行
列
で

は
、
威
勢
の
い
い
掛
け
声
で
出
店
通
り
を

練
り
歩
き
、
多
く
の
来
場
者
を
楽
し
ま
せ

ま
し
た
。神
社
前

で
川
湯
ば
や
し
や

演
芸
大
会
も
開
催

さ
れ
、
最
終
日
に

は
、
ち
び
っ
こ
相

撲
も
催
さ
れ
る
な

ど
、
終
日
多
く
の

観
客
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

各地で夏のにぎわい
弟子屈神社例大祭、川湯神社例大祭

威勢のいい本みこし｜弟子屈

演
芸
大
会
も
開
催
｜
川
湯

迫
力
の
あ
る
行
燈
み
こ
し
｜
川
湯

新たな視点の地域社会づくり
第70回北海道女性大会・釧路地方女性大会

　

北
海
道
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
主

催
の「
第
70
回
北
海
道
女
性
大
会
・
釧

路
地
方
女
性
大
会
」が
９
月
２
日
、
摩

周
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

全
道
各
地
に
あ
る
女
性
団
体
の
会
員

約
４
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
大
会
が
当
町
で
開
催
さ
れ
る
の

は
、
昭
和
37
年
以
来
、
57
年
ぶ
り
と
な

り
、鈴
木
直
道
北
海
道
知
事
を
は
じ
め
、

多
く
の
来
賓
の
方
々
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
北
海
道
女
性
大
会
と
釧
路
地

方
女
性
大
会
を
兼
ね
て
開
催
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
会
の
講
師
を
迎
え

講
演
を
実
施
。午
前
中
は
釧
路
市
出
身
の

フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
長
倉
洋
海
さ
ん

が
講
演
し
、
自
ら
が
世
界
中
を
巡
っ
て
撮

影
し
た
貴
重
な
写
真
を
体
験
と
共
に
ス
ラ

イ
ド
で
紹
介
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
㈱
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ラ
ン
ド

フ
ー
ド
本
部
フ
ー
ド
企
画
室
の
矢
島
俊
明

さ
ん
が
、当
町
の
仁
伏
地
区
で
イ
チ
ゴ
の
ハ

ウ
ス
栽
培
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
な

ど
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　

開
催
地
域
の
団
体
が
行
う
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
で
は
、「
弟
子
屈
音
頭
・
月

の
摩
周
保
存
部
」と「
日
本
民
謡

三
絃
渡
邊
孝
帆
会
」
の
皆
さ
ん

が
そ
れ
ぞ
れ
演
目
を
披
露
し
ま

し
た
。

　

大
会
で
は
、
環
境
保
全
の
推

進
な
ど
の
６
項
目
の
決
議
を
採

択
し
、
女
性
が
活
躍
す
る
地
域

社
会
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま

し
た
。

長倉さんによる講演

熱
心
に
耳
を
傾
け
る
皆
さ
ん

弟子屈音頭を披露

日
置
市
か
ら
宮
路
市
長
も
来
町

人生の節目を祝う記念品
（市街地）

子
ど
も
た
ち
の
よ
さ
こ
い
も（
美
留
和
）

子どもみこし｜弟子屈

地
域
の
皆
さ
ん
で
お
祝
い（
仁
多
）

※ 川湯神社例大祭演芸会のステージは、宝くじの社会貢献広報事業とし
て、宝くじの受託事業収入を財源として実施しているコミュニティ助
成事業を活用しています。


